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、、、青木ケ原への道の途中。
始まりにも終わりにも、私達はここにはいなかった。

エリック・シレの作品には、初期の頃からいわゆる消費文化や大衆文化、電子メディア文化の表現や方法、テーマといった手段に魅了されている特色が良く現れてい
る。ひどく狂乱した今日の視覚的意識の要素を、彼の作品に認めるのは容易い。また、コミック、アニメーション、インターネット、コンピュータ・ゲーム、ストリート・アー
ト、グラフィティ、タトゥー、包装デザイン、広告産業、エンターテイメント業界、政治プロパガンダを象徴する表現形式、そして玩具などプラスチック製品のデザインに
至るまで、彼の幼少期のあらゆる視覚的環境の要素もそこに認められるだろう。

近年彼は、スペクタクルな言語を流用する作品の目録を増やしている。そして、拡大と変容を続けるグローバルアートの歴史的文脈と、自然科学の表象とを結びつけ
た視覚言語へと、日常の出来事を変換してきた。作品の選定と、これらの要素を絵画的な構図へと統合するための基準は、自然と特有な結び付きを持っている。その
基準は、人類を取り囲む自然環境だけではなく、人の一生の最後の局面を超え得る歴史が持つ精神的且つ文化的な側面が物質化されていることに対する、彼の理解
に裏付けられている。

「シレ流」のペインティング技術の識別は同様に明らかである。彼の典型的な手法は、滑らかでクリアな表面のキャンバスに施されたアクリルペインティングの用いら
れ方にあり、柔らかな筆を用いたドローイングのようで、幾何学的な痕跡という印象を与える。シレのペインティング特有な、純粋さと厳密に計算された極地は、構図
的な計算が抑制し得ない汚染と対照的に強調される。しかも尚、偶然に形付られた表面もまた、表現の痕跡としてペインティングのプロセスから生み出されている。
近作でシレは、もともと「日記」的な形式として親密で私的な記録を残すために使っていたアクリルペインティングの技術を、益々多用している。更に、ペインティング
の主題や構図に由来したオブジェ作品を作ることも珍しくない。

絵を介したストーリーテリングは、エリック・シレの作品に固有で独特な特質である。様々な動物やコミック本のキャラクターがストーリーの語り部となる。シレのペイ
ンティングに登場するキャラクターは、彼らが置かれる明快で理想的な世界  -または参照対象や既存のオブジェ -  とは矛盾する状況にあることに気づく。状況は少な
くともねじれていて、さもなければ病理的である。キャンバスは、幼稚なナイーブさ故のしつこい甘ったるさと子供っぽい紛い物の純粋さ、そして人工的な世界の興奮
状態のハーモニーを発散している。その眩しさの影には、描かれた状況やストーリの持つ残虐さ、生臭さ、荒 し々さ、浸透性が潜んでいる。
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